
　
宇
都
宮
市
議
会
自
由
民
主
党
議
員
会
は
、
市
民
の
皆

様
だ
れ
も
が
「
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を

目
指
し
、
所
属
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
回
は
、
「
地
域
内
交
通
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ま
し
た
。
身
近
な
「
生
活
の
足
」
の
確
保
は
健
康
長
寿

社
会
の
推
進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
　
＝
２
面
に
続
く



「清南スマイル号」の運行開始

（愛称を応募してくれた清原南小学校の児童と佐藤市長）

「みずほの愛のり号」の運行開始

　
宇
都
宮
市
で
は
、
少
子
超
高

齢
化
・
人
口
減
少
社
会
に
お
い

て
も
、
市
民
が
「
し
あ
わ
せ
」

「
た
の
し
い
」
「
ゆ
た
か
」
を

実
感
で
き
る
「
交
通
未
来
都
市

う
つ
の
み
や
」
の
実
現
を
目
指

し
、
鉄
道
や
Ｌ
Ｒ
Ｔ
、
バ
ス
、

地
域
内
交
通
な
ど
が
効
率
よ
く

連
携
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
鉄
道
や
バ
ス
で
の
移
動
が
困

難
な
公
共
交
通
空
白
地
域
が
多

い
郊
外
部
に
お
い
て
、
車
を
運

転
で
き
な
い
方
の
移
動
手
段
を

確
保
す
る
た
め
、
乗
り
合
い
の

公
共
交
通
で
あ
る
「
地
域
内
交

通
」
の
導
入
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
　
「
地
域
内
交
通
」
は
、
平
成

19
年
度
の
「
清
原
さ
き
が
け
号
」

の
運
行
開
始
か
ら
今
年
度
で
10

年
目
を
迎
え
、
現
在
、
12
地
区

で
14
路
線
が
運
行
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
運
行
に
当
た
っ
て
は
、

自
ら
の
交
通
を
「
つ
く
り
・
ま

も
り
・
育
て
る
」
と
い
う
意
識

の
も
と
、
検
討
段
階
か
ら
運
営

に
至
る
ま
で
地
域
組
織
が
主
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

自
治
会
や
地
元
企
業
等
か
ら
の

支
援
金
を
運
行
経
費
に
充
て
る

な
ど
、
地
域
全
体
で
「
地
域
内

交
通
」
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
内
交
通
」
は
、
地
区

内
の
ス
ー
パ
ー
や
病
院
な
ど
日

常
生
活
に
必
要
な
施
設
を
回
る

ほ
か
、
バ
ス
や
鉄
道
に
乗
り
継

ぐ
こ
と
で
、
よ
り
広
い
範
囲
を

移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
地
域
内
交
通
」
の
導
入
に

よ
り
、
宇
都
宮
市
の
公
共
交
通

空
白
地
域
の
約
８
割
が
カ
バ
ー

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用

者
数
は
年
々
伸
び
て
お
り
、
平

成
28
年
度
は
延
べ
約
６
８
、
０

０
０
人
と
な
り
、
高
齢
者
を
中

心
に
、
買
い
物
や
通
院
、
趣
味

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
利

用
者
か
ら
は
、
「
家
族
に
負
担

を
か
け
ず
に
外
出
が
で
き
て
助

か
る
。
い
つ
ま
で
も
運
行
し
て

ほ
し
い
」
「
地
域
内
交
通
が
運

行
す
る
こ
と
を
知
り
、
運
転
免

許
証
を
返
納
し
た
。
と
て
も
助

か
っ
て
い
る
」
と
の
声
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
で
も
乗

り
降
り
し
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
車
両
の
導
入
や
気

軽
に
利
用
で
き
る
運
賃
設
定
、

そ
し
て
地
域
組
織
の
積
極
的
な

利
用
促
進
等
に
よ
り
、
「
地
域

内
交
通
」
は
地
域
住
民
に
身
近

で
、
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
移
動
手
段
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
宇
都
宮
市
で
は
、
「
地
域
内

交
通
」
の
郊
外
部
全
地
区
へ
の

導
入
や
路
線
バ
ス
と
の
連
携
強

化
を
目
指
し
て
お
り
、
自
由
民

主
党
議
員
会
に
お
い
て
も
、
引

き
続
き
、
地
域
に
身
近
な
生
活

交
通
の
確
保
・
充
実
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
自
由
民
主
党
議
員
会
で
は
、
子
ど
も
の
貧
困
が
深
刻
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
中
、
子
ど
も
の
将
来
が
そ
の
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
教
育
環
境
の
整
備
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。
宇
都
宮
市
で
は
、
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
が
平
成
26
年
１
月
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を

受
け
、
現
在
、
様
々
な
取
組
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
宇
都
宮
市
で
は
、
経

済
的
な
理
由
で
小
中
学

校
に
通
う
お
子
さ
ん
の

学
用
品
や
学
校
給
食
の

支
払
い
に
お
困
り
の
家

庭
に
対
し
、
「
就
学
援

助
制
度
」
を
設
け
、
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
小
中
学
校
入
学
の
際

に
は
、
制
服
や
体
操
着
、

ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど
の
学
用
品
を

ま
と
め
て
購
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
、
家
計
に
と
っ
て
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

保
護
者
な
ど
か
ら
負
担
軽
減
を

求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
、
市
で

は
、
今
年
度
か
ら
、
新
入
学
に

関
係
す
る
援
助
額
を
倍
額
に
増

や
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
新
入
学
に

関
係
す
る
援
助
を
実
際
に
入
学

準
備
を
行
う
時
期
に
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
昨
年
度
か
ら
、
新
中

学
校
１
年
生
に
対
し
て
、
入
学

前
に
「
入
学
準
備
金
」
と
し
て

支
給
す
る
取
組
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
は
、
保
護
者
の
方

か
ら
も
「
安
心
し
て
入
学
式
を

迎
え
ら
れ
る
」
な
ど
と
好
評
で
、

市
で
は
現
在
、
新
小
学
校
１
年

生
に
も
「
入
学
準
備
金
」
の
支

給
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
子
ど
も
の

家
等
の
利
用
が
困
難
な

児
童
の
保
護
者
に
対
し

て
、
児
童
一
人
あ
た
り

５
、
０
０
０
円
を
上
限

に
助
成
す
る
「
子
ど
も

の
家
・
留
守
家
庭
児
童

会
保
護
者
負
担
金
助
成

制
度
」
を
平
成
29
年
４

月
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。

　
本
制
度
に
よ
り
、
従

来
、
子
ど
も
の
家
等
を

利
用
す
る
た
め
に
必
要

な
保
護
者
負
担
金
の
負

担
が
重
く
利
用
を
あ
き

ら
め
て
い
た
保
護
者
が
、

子
ど
も
の
家
等
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
子
育
て
と
就
労
の
両
立

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
自
由
民
主
党
議
員
会
で
は
、

新
小
学
校
１
年
生
に
対
す
る
「
入

学
準
備
金
」
支
給
の
早
期
開
始

な
ど
、
教
育
環
境
の
整
備
充
実

に
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
ま
い

り
ま
す
。



　
―
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
「
ｂ
ｅ
ｙ

ｏ
ｎ
ｄ
２
０
２
０
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
全
国
で
展
開
さ
れ
る
。
そ
の
２

年
後
に
は
本
県
で
国
体
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
認
証
に
向

け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
を
。
併

せ
て
、
大
谷
石
を
テ
ー
マ
と
し
た

日
本
遺
産
認
定
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
お
伺
い
し
ま
す
。

水
沼
教
育
次
長
　
百
人
一
首
の
市

民
大
会
に
つ
い
て
認
証
事
業
と
し

て
申
請
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
、

伝
統
的
な
祭
り
や
文
化
イ
ベ
ン
ト

等
に
つ
い
て
も
制
度
の
活
用
を
図

っ
て
い
く
。
ま
た
、
大
谷
石
を
テ

ー
マ
に
し
た
日
本
遺
産
認
定
申
請

に
向
け
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
交
通
未
来
都
市
う
つ
の
み
や

の
実
現
②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
具
現
化
に

向
け
た
立
地
適
正
化
計
画
等
の

推
進
③
宇
都
宮
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
に
お
け
る
地
籍
調
査

の
実
施
④
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
⑤

宇
都
宮
駅
東
口
周
辺
整
備
事
業

◆
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
自
治
会

活
動
に
つ
い
て

◆
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
と
、
と
ち
ぎ
の

元
気
な
森
づ
く
り
県
民
税
に
つ
い
て

◆
冒
険
活
動
セ
ン
タ
ー
の
土
壌
対

策
に
つ
い
て

　
―
日
本
は
世
界
に
例
を
み
な
い

速
度
で
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち

づ
く
り
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
つ
な
が

る
大
切
な
取
り
組
み
。
高
齢
者
が

歩
い
て
目
的
地
ま
で
出
か
け
ら
れ

る
よ
う
、
外
出
を
支
え
る
「
椅
子

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し

て
は
ど
う
か
。

佐
藤
市
長
　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
は
重
要
。
「
座

れ
る
椅
子
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
は
、
庁
内
連
携
を
図
り

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
世
界
に
誇
れ
る
観
光
都
市
う

つ
の
み
や
を
目
指
す
取
り
組
み

②
観
光
地
大
谷
の
活
性
化
③
Ｊ

Ｒ
宇
都
宮
駅
西
側
に
お
け
る
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り

組
み
状
況

◆
市
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
広
報
広

聴
の
充
実
に
つ
い
て

◆
国
民
健
康
保
険
の
制
度
改
革
に

つ
い
て

◆
中
心
市
街
地
の
放
置
自
転
車
対

策
に
つ
い
て

◆
就
学
援
助
に
お
け
る
小
中
学
校

入
学
前
の
支
援
に
つ
い
て

◆
栃
木
国
体
の
開
催
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て

　
―
人
口
減
少
に
伴
い
、
空
き
家

は
ま
す
ま
す
増
加
傾
向
に
あ
る
。

一
方
、
市
民
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館

で
は
、
利
用
者
数
の
増
加
に
応
え

き
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者

の
活
動
の
場
、
活
動
拠
点
の
場
の

提
供
が
望
ま
れ
て
い
る
。
高
齢
者

の
活
動
拠
点
の
場
と
し
て
、
空
き

家
の
有
効
活
用
を
検
討
し
て
み
る

べ
き
。

佐
藤
市
長
　
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

活
動
の
拠
点
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
宇
都
宮
空
き
家
会
議
」
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
を

し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
東
京
圏
か
ら
の
移
住
・
定
住
の

促
進
②
鬼
怒
川
を
初
め
と
す
る
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し

◆
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

�
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推

進
の
計
画
�
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業

◆
介
護
と
医
療
に
つ
い
て

�
地
域
療
養
支
援
体
制
�
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

◆
生
活
困
窮
者
に
向
け
た
産
後
ケ

ア
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

◆
本
市
の
待
機
児
童
解
消
に
つ
い
て

◆
た
ば
こ
問
題
に
つ
い
て

①
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
）
対
策
②
加
熱
式
た
ば
こ

　
―
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
具
体
化
す
る
中
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
車
両
だ
け
で
な
く
、
Ｌ

Ｒ
Ｔ
沿
線
に
誰
も
が
集
い
、
楽
し

め
る
魅
力
あ
る
場
所
（
花
公
園
や

冒
険
セ
ン
タ
ー
、
水
遊
園
な
ど
）

や
駅
を
つ
く
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人

た
ち
の
出
会
い
や
交
通
の
場
を
整

備
し
、
周
辺
環
境
も
含
め
て
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
見

解
を
。

佐
藤
市
長
　
沿
線
に
は
、
賑
わ
い

の
あ
る
市
街
地
、
美
し
い
田
園
地

帯
、
鬼
怒
川
の
豊
か
な
自
然
な
ど
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
一
体
的
に
進
め
ら
れ
る
。
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
や
約
７
０
０
年
の
歴
史
を
有
す

る
飛
山
城
跡
な
ど
も
あ
る
。
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
夢
や
希
望

を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
Ｌ

Ｒ
Ｔ
と
一
体
と
な
っ
た
沿
線
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
の
特
徴
②
ト
ラ

ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

◆
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

①
保
育
の
質
の
確
保
②
病
児
保

育
③
産
後
ケ
ア
事
業

◆
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
（
Ｄ
Ｖ
）
へ
の
対
応
に
つ
い
て

◆
食
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

◆
適
応
支
援
教
室
「
ま
ち
か
ど
の
学

校
」
に
お
け
る
支
援
に
つ
い
て
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る動画やパネル、パンフレットを展示しています。また、市職員が常駐しており、皆さ

んからの質問に丁寧にお答えしています。

　様々な意見が飛び交う中、市民の皆さんの関心が高まり、来場者は昨年と比較して５

割増加しています。そして市民の反応は様々。「早く開通させ、公共交通全体を充実さ

せてほしい」「廉価な料金や時間通りの運行は魅力」という肯定的な意見が７割を占め

るそうだが、「赤字になる」「渋滞が増える」という誤解を持ったままの意見もあった

といいます。

　ＬＲＴについての疑問が何かある方は 、

オープンハウスに行って、直接説明を聞

くことが一番です。

　ＬＲＴが通るところ通らないところは

ありますが、家の近くをＬＲＴが走らな

いから関係ないということはありません 。

ＬＲＴは宇都宮市全体の公共交通ネット

ワークを充実させるための骨格となる装

置です。ＬＲＴが入ることで、バス路線

が増えたり、地域内交通が充実することもありますので、１度はオープンハウスで説明

を聞くことをお勧めします。オープンハウスの情報は、宇都宮市のホームページ、「広

報うつのみや」で確認ください。



●安全な生活域確保のための宅地・住宅開発許認可についての陳

情� ＝不採択

●宇都宮市職員の通勤規定に関する陳情� ＝不採択

●選挙実施日に関する陳情� ＝不採択

●LRT導入計画の「白紙撤回」の議決等を求める陳情�＝不採択

　宇都宮市議会は６月９日から６月29日までの21日間の会期で平

成29年第２回定例会を開き、平成29年度一般会計補正予算案、平

成29年度特別会計予算案、条例改正案など、市執行部から提出さ

れた39議案、議員提出議案２件を原案通り可決・承認しました。

【市執行部提出議案】

●専決処分の承認案（宇都宮市国民健康保険税条例の一部改正）

●農業委員会委員の任命など、人事案（26件）

●平成29年度宇都宮市一般会計補正予算案

●平成29年度都市開発資金事業特別会計補正予算案

●宇都宮市職員の育児休業等に関する条例の一部改正 

●宇都宮市職員の退職手当に関する条例の一部改正 

●宇都宮市税条例等の一部改正 

●宇都宮市墓園条例の一部改正 

●宇都宮市道路標識の寸法を定める条例の一部改正 

●宇都宮市地区計画区域内における建築物の制限に関する条例の

一部改正

●工事請負契約の締結など、その他の事件議決案（４件）

� ＝以上原案通り可決

【議員提出議案】

●人権擁護委員候補者の推薦の諮問に対する答申について

●無料公衆無線LAN（Wi－Fi）環境の整備促進を求める意見書

� ＝以上原案通り可決

●県立高等学校入学選抜で再募集実施を求める意見書提出を求め

る陳情� ＝不採択

●宇都宮市議会基本条例に書かれている「透明性・説明につとめ

る」旨を尊守し実行を求める陳情� ＝不採択

●市民との質疑応答を含めた議会報告会・説明会の定期開催を求

める陳情� ＝不採択

●農業者戸別所得補償制度の復活をもとめる陳情� ＝不採択


